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研究成果の概要（和文）：　日本列島各地のジュラ～白亜系浅海地層を対象に，微化石に基づく当時の東アジア東縁部
の海洋古生物地理の復元を試みた．研究対象は，北陸地域の手取層群，関東地域の銚子層群と那珂湊層群，紀伊半島の
池之上層と有田層などである．石灰質団塊と生痕化石を対象に，主にフッ酸や塩酸，ギ酸，過酸化水素水を用いて，放
散虫をはじめとして，有孔虫，海綿骨針，二枚貝や巻貝の幼殻，珪藻等の様々な微化石の抽出に成功した．手取層群の
ジュラ系から産する放散虫化石は，ジュラ紀当時，北陸地方は北極域からの寒流の影響を強く受てけていたことを示す
．

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this research is to reconstruct Jurassic to Cretaceous paleobiooc
eanography around the eastern margin of East Asia by using microfossils from the Jurassic-Cretaceous shall
ow marine starata in and around Japan. Research strata are listed as belows: Tetori Group in Hokuriku Regi
on, Choshi Group and Nakaminato Group in Kanto Region, and Ikenoue Formation and Arida Formation in the Ki
i Peninsula. Calcareous concretions and ichnofossils have been processed by doluted hydrofluoric acid, hyd
rochloric acid, formic acid, and hydrogen peroxide water, and diversified microfauna has been extracted; r
adiolarians, foraminnifera, sponge spicules, molluscan prodissoconchs, and diatoms. The Jurassic radiolari
an assemblages from the Tetori group demonstrate that the Hokuriku Region in the Jurassic age had been inf
luenced by cold water surface currents from the Arctic Region. 
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１．研究開始当初の背景 
 1800 年代後半から、主としてアンモナイ
トをはじめとする大型化石を用いた生層序
学的研究が進展してきた手取層群から、申請
者らは初めて放散虫化石の抽出に成功した。
これにより、(1) 生痕化石と石灰質団塊が、
微化石処理の対象岩石として極めて有用で
あり、(2) 微化石相の視点から、ジュラ紀中
世～白亜紀古世にかけての、東アジア東縁部
の古海洋生物地理区分の検討が可能となる、
という道筋が見え始めてきた。また、日本列
島各地には大型化石の産出はあるものの微
化石の知られていない浅海成層が多数存在
することから、それら浅海成層から放散虫化
石を抽出し群集解析を行うことで、ジュラ紀
～白亜紀当時の放散虫化石に基づく古海洋
生物地理の解明につながる可能性が見えて
きた。このような背景から、多様な分類群を
専門とする研究者からなる研究グループを
構築し、北陸地方の手取層群に加え、日本列
島各地の浅海成層を対象とした微化石相の
研究を開始した。 
２．研究の目的 
 研究目的は、以下の二点である。 
(1) 浅海成層から微化石を抽出する上での、
対象母岩としての生痕化石と石灰質団塊の
有用性，および微化石抽出の処理方法の検討。
手取層群の研究を通じて、基質の泥質岩中に
は放散虫化石が含まれないことを確認して
おり、研究対象を生痕化石と石灰質団塊に絞
るとともに、処理方法等も工夫することで、
効率的な微化石抽出手法の確立を目指す。 
(2) ジュラ紀～白亜紀にかけての，東アジア
大陸東縁部の沿岸海洋域の、微化石相に基づ
く古海洋生物地理区分の確立。とくに、放散
虫化石という汎世界的な示準化石を用いる
ことで、当時の古海洋全体の古生物地理との
比較も可能になる。以上の観点から、先ずは
日本列島のジュラ～白亜系浅海成層を対象
に、海洋古生物地理の確立を目指す。 
３．研究の方法 
 ジュラ～白亜系浅海成層を対象に、日本列
島に加え適宜、海外の浅海成層についても、
国際学会出席等を利用して試料を採取した。
研究方法は以下に示される。 
(1) 野外調査。ジュラ～白亜系浅海成層を対
象に、柱状図と岩相分布図等を作成し、層準
や産状を記載して試料を採取した。以下は、
調査対象とした主な地層である。北陸地方：
ジュラ紀中世～白亜紀古世中期の手取層群
（貝皿層・桐谷層・有峰層・御手洗層・上半
原層・桑島層）。紀伊半島：ジュラ紀新世の
池之上層下部層～中部層、およびジュラ紀新
世末～白亜紀最初期の由良層、白亜紀古世中
期の有田層。関東地方：白亜紀古世中期～後
期の銚子層群、白亜紀新世後期の那珂湊層群。 
(2) 採取試料（石灰質団塊・生痕化石）を、
様々な薬品で処理し、微化石抽出を試行する。
用いた薬品は、フッ酸、蟻酸、および塩酸等
である。また、微化石を産した試料について

は適宜、岩石薄片を作成し、微化石の含有状
態を確認した。後述する手取層群桑島層での
放散虫化石の確認は、この岩石薄片の観察が
極めて重要な役割を果たしている。 
４．研究成果 
 本研究で，これまで微化石の報告の皆無で
あった複数の地層から、多様性の高い微化石
群集の産出を確認した。以下にそれぞれにつ
いて解説する。 
(1) 手取層群貝皿層。微化石の産出は、既に
柏木ほか（2011）で予察的に報告されていた
ものの、転石中の石灰質団塊からの産出で、
露頭からの試料採取が望まれていた。今回、
石灰質団塊は特定の層準に密集して産する
ことを、綿密や野外調査を通じて明らかにし、
露頭から採取した多数の石灰質団塊から、比
較的保存良好な放散虫化石群集の抽出に成
功した。その結果、放散虫化石群集の示す時
代は、従来のアンモナイトに基づく時代のバ
トニアン階中期～カロビアン階前期に整合
的であることを確認した。また、群集組成と
してはスプメラリアが大部分を占め（図 1）、
とくに平板状の殻を持つ Orbiculiforma 属が
卓越することを認めた。放散虫化石群集は温
暖なテチスと寒冷なボレアルの両方の特徴
を持ち、当時の手取堆積盆は暖流と寒流の交
わる海域に位置した。 

(2) 手取層群桐谷層。既に、Kashiwagi and 
Hirasawa (2010) は、海綿骨針や二枚貝の原
殻等を含む多様な微化石相の産出を報告し、
放散虫化石の概要を明らかにしているもの
の、時代決定精度は既に知られているアンモ
ナイトに比較して不十分であった。今回、同
一露頭から石灰質団塊を追加採取し検討し
たところ、従来のアンモナイトの示す時代で
あるオックスフォーディアン階に整合的な
結果を得た。 
(3) 手取層群上半原層。藤田ほか（1998）が
イノセラムス化石を報告し、その後、Sato 
and Yamada (2005) はアンモナイトの産出
に基づき本層をチトニアン階に位置づけた。
今回、アンモナイトを産した露頭に近接する
地点の石灰質団塊を検討したところ、保存不
良であるものの、放散虫化石に加え巻貝や二

 

図 1  手取層群貝皿層の放散虫化石の 
群集構成。 



枚貝の原殻を含む微化石群集を新たに得た。
放散虫化石は、黄鉄鉱化が著しく殻表面の装
飾の観察は困難で、現時点で十分な時代決定
に供する個体は得られていない。今後、より
風化の少ない試料等を採集することで、より
保存良好な放散虫化石群集に基づく解析を
行う必要がある。 
(4) 手取層群御手洗層。本層は、多産するア
ンモナイト化石に基づいて、白亜紀最初期の
ベリアシアン階であることが明らかにされ
ている（佐藤ほか、2008）。一方、二枚貝化
石に基づいて白亜紀古世中期とする意見も
あり（Sha and Hirano, 2012）、海成層にお
ける有用な示準化石である放散虫化石に基
づく検証が望まれる地層の一つである。研究
期間を通して、数回の野外調査に加え、多数
の石灰質団塊試料の処理を進めてきたもの
の、極めて保存不良の微化石をわずかに得て
いるのみである。今後、出来る限り風化を受
けていない試料の採取を試み、より良好な微
化石群集を抽出する必要がある。 
(5) 手取層群桑島層。本層は、挟在される火
山灰層のウラン‐鉛年代に基づいて、白亜紀
古世中期とされている（松本ほか、2006）。
一方、二枚貝等の軟体動物化石が多産するも
のの、時代を限定しうる示準化石は報告され
てこなかった。本研究では、珪質海綿骨針化
石の多産する泥岩の岩石薄片を用いた偏光
顕微鏡観察により、強く変質を被り仮像化し
た多数の放散虫個体を確認している（図 2）。

一部の放散虫化石の外形に基づき、放散虫化
石に示唆する時代が少なくともジュラ紀～
白亜紀であることは間違いないものの、それ
以上の時代の限定は現時点では困難である。
今後、多数の試料の薬品処理、ないし偏光顕
微鏡観察をすることで、時代決定に有効な放
散虫化石群集を得る必要がある。なお、本研

究では桑島層分布域から転石として得られ
たベレムナイト化石についても検討を加え
たが、断片的な部分化石で、さらに同定に重
要な形質が欠損しており、時代について言及
に至っていない。 
(6) 銚子層群。下部白亜系銚子層群を不整合
に覆う鮮新統名洗層の基底礫岩層は、銚子層
群由来の石灰質団塊を礫として含むことで
知られている。今回、名洗層の基底礫岩層か
ら現生海浜礫中に洗い出された石灰質団塊
礫中の放散虫化石群集を検討し、その時代が
ジュラ紀新世末～白亜紀新世初期に含まれ
ることを報告した（柏木ほか、2013）。さら
に引き続き、名洗層の基底礫岩層由来の石灰
質団塊礫の検討を進めており、より時代を限
定できる群集を得るに至っている。また、銚
子層群中に挟在される貝化石密集砂岩層か
ら、本層としては初となる放散虫化石の抽出
に成功した（柏木・伊左治、2014；2014 年 6
月末の日本古生物学会にて発表）。ただし、
得られている放散虫化石群集は径 200～300 
μmの球形の形態種で占められ、白亜紀古世に
多産する形態種である塔状ナッセラリアや
小型（100～150 μm前後）で頭部ないし胸部
が腹部に陥没するタイプのナッセラリアが
欠如するなど、堆積時の分級を明らかに強く
受けている。 

(7) 那珂湊層群。本層は、産出するアンモナ
イトとイノセラムス化石に基づいて、白亜紀
新世後期であることが知られている。今回、
厚い泥質岩中に含まれる石灰質団塊から、保
存不良ではあるものの珪藻化石類似の微化
石を得た（図 3）。本邦中生界から珪藻化石の
産出は僅か数例に留まり、現在、その同定に
ついて検討中である。なお、放散虫化石は現
時点で得られていない。 
(8) 池之上層。柏木・八尾（1999）により記
載された上部ジュラ系～下部白亜系中部統
で、西南日本外帯の代表的な浅海成層である。
西南日本内帯の手取層群とその堆積期間が
重複し、同時代における異なる位置での直接
的な群集組成の比較が可能であり重要であ

 

図 2  手取層群桑島層の泥岩中に含まれ
る放散虫化石。著しく変質している為、薬
品を用いた個体分離は、現時点で困難であ
る。スケールは 0.1 mm。 

 
図 3  那珂湊層群から産する珪藻類似の
微化石。スケールは 0.03 mm。 



る。その放散虫化石については、既に柏木・
八尾（1993）で概要が報告されているものの、
詳細な群集組成の検討には不十分なデータ
である。そこで、新たに試料を採取して、詳
細な群集解析を進めている段階である。 
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